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▲町内会長による事例報告

▲ふれあいサロンでの健康体操

ふれあいネットワーク研修会
　壱岐校区では、平成11年から孤立しがちな高
齢者、障がい者、子育て中の家庭や児童等の見守
りを行い、異変を感じたら関係機関につなぐ「ふれ
あいネットワーク活動」を実施しています。コロナ
禍で校区全体での研修ができない期間が続きま
したが、令和4年6月に約3年ぶりに開催すること
ができました。
　研修では、活動の基本を再確認し、実際に孤立
死等に遭遇した参加者が事例報告をした後、校区
を６ブロックに分けて情報交換が行われました。
住民同士が挨拶を交わし、知り合うことで「顔が見
える関係づくり」を進め、「孤立者をつくらない地
域づくり」につなげていくことを確認しました。

ふれあいサロン代表者会議
　壱岐校区では、閉じこもりやフレイル、介護予
防を目的とした「ふれあいサロン活動」が13カ所
で行われています。
　令和4年７月には、ふれあいサロン代表者会議
を開催し、複数のサロンから「コロナ前は食事を
作って参加者に提供していたが、コロナ禍でパ
ンや弁当を持ち帰る形に変更し、参加者との関
係が途絶えないように工夫している」との報告
がありました。また、実際の活動現場では「来て
くれる参加者の笑顔に、逆に元気をもらっていま
す」とボランティアの方々も嬉しそうでした。

　　　　　   孤立防止は、お互いに知り合うことから！

社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
西区社協事務所（西区社会福祉協議会）
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賛助会員を募集しています！
　皆さまからいただいた賛助会費は、地域福祉活動の担い手となる区・校区社会福祉協議会の自主財源として、
福祉事業に活用させていただきます。
◆入会方法（会費の納入について）
　お住まいの校区の公民館（校区社会福祉協議会）又は西区社協事務所の窓口で受付をしています。
現金又は所定の振込用紙でお振込みください（振込手数料は不要です）。
※振込用紙の郵送も可能です。
◆年 会 費　　個人1口　500円　　 法人・団体 1口　10,000円



この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

子ども食堂とは・・・
子どもの居場所づくりを行う活動で、ボランティアによる食事の提供や学習支援、多世代との交流の場の総称
です。一定の要件を満たせば市補助金の対象となります。詳しくは、西区社協事務所までお問合せください。

「絵手紙」ボランティア
平成２６年に活動開始。
それぞれ思い思いの絵を描いて、地域の高齢者に届ける
取組みをしています。

子育てサロン「のびっこ」ボランティア
平成17年に活動開始。
子育て中の親子が集うフリースペースの運営をしています。
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▲調理風景

▲メニュー：イサキの刺身 フライ・味噌汁

市漁協小呂島支所＆タベルバで子ども食堂共同開催
　令和4年７月に「小呂島　島づくり協議会実行委員」
の方が区社協に来所され、「社会貢献活動の一環として
島の食材（魚）を子ども食堂などに無料で提供すること
で、魚を食べることの良さを見直していただくとともに
需要も広めたい」とご提案をいただきました。
　その後、区社協から「NPO法人いるか」が行っている
地域食堂「タベルバ」を紹介し、食材の提供につながり
ました。
　８月３日に西陵
公民館で実施さ
れた地域食堂「タ
ベルバ」で初回
の提供を行い、

約１０名のボランティアで魚を調理して参加者３０名に夕食が提供さ
れました。
　配膳は密を避けるため、16時半、17時、17時半と１０名ずつ３回に
分けて行い、参加した子どもからは「魚が美味しい」との多くの感想
が寄せられました。実行委員の方々は「次回に向けてさらにメニュー
等を検討していきたい」と今後の抱負を語られており、今後も「タベル
バ」との継続的な連携が期待されます。

　周船寺校区では、毎年度２回ボランティア研修を開催しています。令和4年度の１回目は、７月２３日に「絵手
紙」ボランティア・子育てサロン「のびっこ」ボランティアのメンバーに参加いただき、区社協職員が傾聴に
ついて講話した後、ボランティア同士の交流を図りました。
　ボランティア交流会では、日頃からボランティア自身が楽しみながら活動していることや、利用者からの
お礼の声が活動の励みになっていることなどが話題に上りました。
　また、コロナ禍前に比べると、地域で交流する機会が減っていて寂しいという意見も多く聞かれ、今後校区
での集いの場づくりや子どもとの交流などが進んでいくことを期待したいとの声が寄せられました。

　　　　　   島の食材を子どもたちに！小呂校区

　　　　　          ボランティア交流会を開催しました！周船寺校区


